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１ 大月市行政評価について 

本市では、「大月市第６次総合計画」に基づき、「信頼と協働のまちづく

り」を基本的な理念とするまちづくりに取り組んでおり、平成２４年度から

平成２８年度までの５年間を計画期間とする後期基本計画がスタートして

います。 

 本市の行政評価は、過去に、事務負担が大きい割に歳出削減効果が乏しか

ったことなどから平成２０年度以降休止していました。しかしながら、第６

次総合計画後期基本計画の策定に合わせて見直しを行い、更なる行政改革を

推進するために平成２４年度から行政評価を再開することとしました。 

 

２ 行政評価の方法及び評価対象事業 

 行政評価の方法は「事務事業評価」とし、評価対象事業は予算削減へ重点

をおく予算科目ベースではなく、第６次総合計画後期基本計画で数値目標が

設定されている１１６項目の指標を対象としました。 

市民の視点に立ち事業の有効性や必要性を定期的に検証することで、第６

次後期基本計画の政策、施策の実現に繋げていくことに重点を置きます。 

 

３ 行政評価の実施対象年度 

 今回は平成２４年度の実績に基づく事後評価を実施しました。 
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４ 平成２４年度事後評価の検証・考察 

大月市行政評価における評価対象事業は第６次総合計画後期基本計画の

数値目標が設定されている指標と同様のものとなっています。 

平成２４年度から平成２８年度までの５年間の後期基本計画がスタート

した１年目の検証結果としては、指標の達成率は全体的に概ね順調に推移し

ていました。 

検討委員会の評価においても「縮小・廃止の方向で検討」という対象事業

はなく、平成２４年度の目標をクリアしている指標については、今後も高い

目標を設定するとともに、停滞している事業についても、目標の達成をめざ

して適切な進行管理に努めていきます。 
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